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研究要旨  

脊柱靱帯骨化症の胸椎後縦靱帯骨化症、胸椎黄色靱帯骨化症の前向き手術成績調

査を開始し、全国多施設でデータ収集を進めている。このたび胸椎後縦靱帯骨化

症の手術方法と術後 5 年の治療成績を前向きに調査した。5 年経過後も比較的良

好な運動機能が保たれていたが、痛み・しびれが患者満足度低下に関与している

可能性があり、今後は痛み・しびれにも注目し検討を進める。 

 

Ａ．研究目的 

胸椎後縦靱帯骨化症（胸椎 OPLL）、胸椎

黄色靱帯骨化症（OLF）の前向き手術成績調

査を開始し、全国多施設でデータ収集を進

めている。このたび胸椎 OPLL の手術方法と

術後 5 年の治療成績を全国大切で前向きに

収集・解析することを目的とする。 

 

Ｂ．研究方法 

胸椎 OPLLに対して全国では、後方除圧固

定術（後弯矯正を含む）、前方進入前方除圧

術、後方進入前方除圧術などが実施されて

いた。調査項目は、JOA スコアの運動機能

に加え、痛み・しびれの評価や患者満足度

も調査した。 

倫理面の配慮について、全ての症例で患

者の承諾を得るとともに、データ解析の際

には匿名化を行った。 

 

Ｃ．研究結果 

術式は後方除圧固定術が 74％と最も多く、

JOA スコア改善率は術後 1 年で 53.9％、術

後 2年で 56.4％、術後 5年で 56.6％であり、

良好な神経学的改善が維持されていた。 

 

一方で、胸椎 OPLL/OLFの術後疼痛・しびれ

の調査では、過去 4週間最大の痛みや腰痛、

下肢痛、下肢のしびれはいずれも有意に改

善を示していた。鎮痛薬処方がある症例は

51.8%で、鎮痛剤内服の数は 0.9±1.1 種類

であった。内服されていた薬剤はプレガバ

リンが最も多く 18.8%で、ロキソプロフェ

ン 15.3%、セレコキシブ 10.6％であった。

治療満足度は 10点満点中 7.4 点で、痛み・

しびれに対する満足度は 6.4 点であった。

治療満足度と相関する項目として、痛み・

しびれの満足度が最も高い相関係数(0.75)

を示した。また現在の痛みの強さとの相関

は腰痛の強さと最も高い相関係数(0.82)を

示した。神経障害性疼痛の割合は術前 44%

から術後 26%へと低下し、術後神経障害性

疼痛の要素がある症例では、治療満足度が

有意に低下（p<0.05)した。 

 

Ｄ．考察 

 術後 5 年の全国多施設前向き調査でも良

好な神経学的改善が維持されていた。一方、

術後の疼痛やしびれの遺残は治療成績と関

連する重要な因子であった。投薬治療を約
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半分の症例がうけていたが、十分な疼痛や

しびれの改善が得られず、治療満足度の低

下につながっている可能性があり、今後疼

痛やしびれに対するさらなる研究が必要で

あると考えられた。 

 

Ｅ．結論 

胸椎 OPLLの手術方法と術後 5年の治療成

績を前向きに調査した。5 年経過後も比較

的良好な運動機能が保たれていたが、痛

み・しびれが患者満足度低下に関与してい

る可能性があり、今後は痛み・しびれにも

注目し検討を進める。 
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